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作成・配布許可）、④Integrity of The Author's 
Source Code（原作者のソースコードとの統合
性 ）、 ⑤No Discrimination Against Persons 
or Groups（個人やグループに対する差別の禁
止 ）、 ⑥No Discrimination Against Fields of 
Endeavor（使用分野に対する差別の禁止）、⑦
Distribution of License（ライセンスの継承）、
⑧License Must Not Be Speciﬁc to a Product
（特定製品でのみ有効なライセンスの禁止）、⑨




























































第 ５ 回MOFで は、Maharaの バ ー ジ ョ ン ア ッ
プを行うデベロッパーであるニュージーランド
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ィファクトを貯めていくことには、メリットの大
きな機能である。
　3.3.で述べたMaharaからMoodleへの連携し
た課題提出では、Moodleの課題モジュールにて
選択したMaharaのページへのリンクが貼られ
る。教師が提出されたページに対する採点を行え
るため、評定機能を使用する場合にメリットが大
きい。
　ただし、下記のとおり、問題点が２つある。
①昔の課題モジュールに対応したプラグイン
のため、Moodle2.8以降では使用できない。②
Moodleに課題提出された場合、Maharaの該当
ページを編集することができなくなる。②は提
出後に変更されることを防ぐためだが、教師が
Moodleで変更可能の状態に簡単に戻せると使い
勝手が向上するだろう。
４．さいごに
　行動主義的な学習理論に基づく一方向的な講義
やテストだけでは、学習成果を獲得させ、適切な
評価を行うことが難しくなってきた。そこで、社
会的構成主義（及び状況主義）的な学習理論に基
づく学習共同体をデザインし、最適な学習環境を
設計することにした。社会的構成主義において学
習とは、グループの中でモノや人と対話・協同し、
自分の中や社会に意味を構成するものである。学
習者が中心となり主体的に進められる学習を真正
な学習とよぶ。真正な学習における真正の評価は、
「大人が仕事場や市民生活、個人的な生活の場で
試されている、その文脈を模写すること」、「リア
ルな課題に取り組ませるプロセスの中で子どもた
ちを評価すること」等と定義されている（田中 
2008）。真正の評価を行うためには、eポートフ
ォリオを用いてパフォーマンスを評価すべきだと
考えている。その際、ルーブリックが必要となる
が、Maharaには法政大学が開発したルーブリッ
クプラグインが公開されている。2015年度は、ル
ーブリックプラグインを活用した授業設計及び学
生支援を行う予定である。
